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論文内容の要旨
本論文は、古代中阿の官僚制度における、宵僚制度それ自体が内包する階梯的序列という組織原理とそ
の意味を、従来の官僚制度研究にしばしばみられた静態的分析ではなく、官人が帯びる官職が持つ身分表
示的機能との関連から考察したものであり、特に惰唐律令官制形成の時期である親普南北朝における、官
人の資格や身分、およびそれに深く関わるとみなされる官職・将軍号とその任免等を分析の対象とする。
本論文は、序章、終輩、および各論全五章から購成されている。
序草「説晋南北朝宮僚制研究における現状と課題」は、貌晋南北朝研究の中心である貴族制研究の批判
から山発して、本研究の意義づけを行う。現今の貴族制研究の主流の一つは、社会の中に出現した特定の
勢力家が皇帝を頂点とする官僚体制に進出し、それを排他的に支配するところに員・族制の本質を見出すが、
そのような発想、においては、皇帝を頂点とする官僚制支配の本質が把握し難いとし、逆に当時の位階的な
官僚制編成には、機能的組織形成だけにとどまらない別の意図があるのではないかと推測し、その意図と
して官人の身分表示の機能を想定し、宮人身分の性格の分析を謀題に設定する。
第一章「宮人身分の成守と発展」は、免官をてがかりに、官人が持つ資格や身分のありかたを考察する。
南朝では、官人の処罰として『免所居官」なるものがあり、従来応律の免所居官(免官とは異なる)と同
ーのものとされてきた。それが、実は南明では単なる免官に他ならないことを論証した後、単なる免宮が
なぜ「免所属官Jとされるのかを、件j朝における官人の資格や身分の照史的な実体から説明する。すなわ
ち、規昔時代における九品宮高IJの成立以後、九等の富品は'自'人の身分と特権を保証し、また官人としての
資格や身分、特権の程度を表現するものとして機能してきた。とくに、官人の人事において、官資として
昇進や降般の具体的基準であることが、官人の身分・資格の表現としての官品の重要な機能であった。し
かるに、九品官制における人事運営において、規晋南北朝時代特有の現象である官の清濁が顕在化し始め
ると、官品はそのような機能を喪失し、かわっていかなる官職に就任し、経歴するかが官資の中心的内容
となる。宵人の身分の表現は官品でなくして、官資としての特定宮職によってなされるのであり、官人と
しての身分を奪う免官は、単なる免官ではなく、現に就任していて(所属)、宵人の身分を表示する所
の官を免ずることとならなければならなかったという。
第二章「北貌の「階Jの再検討Jは、北鶏を中心とした階の分析である。階は通常は位階、もしくは官
品を意味するが、北親の階は具体的には特定の官職に就任する場合必要とされる資格を意味する。その背
景には、当時の官僚制における昇進官暦に基づく午功序列的な人事運用がある。このような任官資格の恵
味での階は、西晋及び南朝においても存在するが、北親においてはそれだけでなく、宮人として勤務した
期間及び成績に相当する『労J的機能を持つ階、軍功等の功績に対して賦与される階があった。しかし、
本来の彦、義からみて階の本質は前者であり、それが宵人の資格や身分に直結するものであったのだが、北
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鶏の階はあくまで任官のための資格であり、それが蓄積されて宵職を得ることにはなっても、それ自体は、
たとえば唐の階官のような官職そのものにはならなかった。ただし、階の蓄積によって得られる宵職が特
定の官職と結び付き、さらに階と官品を一放させることになって、位階としての散官が出現するとする。
第三章「鶏皆南北朝期の「資」と「品jについてJは、第一章の官資について、その成立と機能、官品
との関係について分析したものである。当時の資には、門資等のようにと主得的なものと、官資のように個
人の経歴によって後天的に取得されるものとがあるが、後者が前者に先行する。九品宮人法の運用におい
て、西晋中期に郷品の評定に際して父祖の官品を参考することになって以後、初めて官資なるものが出現
し、それ以後、次第に郷品よりも重要な宵人任用の基準となって行く。しかし、昇進官歴が官品を基準に
するものから、特定の官職の歴任へと変化し、それら特定の官職が l八等の班として再編されると、官資
は十八班の官織として表現されることになる。以上が南朝の状況であるのに対して、北朝においては、宮
資は宵品によって表現されることが多い。これは官臓に清濁という特異な区別がある南朝にあjして、北朝
では官品の上下の秩序を維持するi志向が強かったからである。しかし、特定の官職を重視する風潮が情無
でなく、それが特定の官職を官資とみなすことにつながり、庖の;文散・武散官へと継承されるとする。
第四章「南朝時代における将軍号の性格に関する一考察jは、通説では唐の散官の前身とされ、南北朝
時代には位階として機能していたとされる梁陳代の将軍号の再検討である。梁武帝天監七年における将軍
号改革から隙滅亡に至る聞の将軍任用状況を詳細に験討し、この将軍号改革は本来官品によって位置付け
られているはずの将軍号が混乱を生じていたために実施されたこと、それは官僚制における十八班制の導
入と軌をーにするものであり、この改革の結果、特定の将軍号に特定の社会的階層出身者が集中的に任用
される現象を生み出したことを実証する。それは特定の将軍号が就任者の社会的階層を表示する機能をも
ったことを意味するのであり、各将軍の班位(品)よりも、特定の将軍号そのものに重要な意義があるこ
とになる。このような怠昧の梁陳の将軍号は、皆の武散官のような品の上下による位階的秩序の表現とい
う機能と本質的に異なるのであるが、一方で特定の官名・軍号-の重視とそれによる官人の身分表示という
点では唐の散官的な意図をJ布するという。
第五章 r~t貌の'自'の清濁について」は、標題の通りの富の清濁に関する分析である。官の清濁とは規醤
南北朝時期に特令のもので、特に南朝においては寅族制的官僚制の象徴とすらみなされる。すなわち清宮
は貴族層に独I片されて貴族の地位を表現する官職として機能し、濁宮は貴族層から排除された階層に対応
する宵職である。南朝ではこの清濁は官僚世界の通念、であり、法制化されることはなかったが、北説では
これが孝文'市太和二十i年律令に、宮品とは異なる官職の基準として規定されている。その意味を検討し
て、それは南朝的な官僚制運営をめざす孝文帝の志向によるものであること、そのために孝文帝以後、そ
のような清官は北朝においては定着しなかったが、 -hで皇帝と近い官職が清と評価される現象があり、
それが南胡と異質の北貌宵僚制の性格を表現すると共に、陪胞の文散宵へと継承されて行くことを論じた。
終章『貌晋南北朝期における位階制度の確立とその意義」は、以上の分析に基づき、娩晋南北朝時代に
は、国家への功績の将度を表現するものとして位階的な官位秩序が設定され、それに従って社会内の諸階
層が官僚制秩序の中に取込まれ、再編成されて行くと論じ、その結果として、両者を統一するものとして、
唐代の位階制度、特に散官が形成されるのであり、この二重性が宮人身分の表現の特質であると主張する。
論文審査の結果の要旨
本論文は、規晋南北朝から唐代にかけての官僚制における位階の成立と位階自体がもっ意味を、官人の
身分に焦点を当てて分析し、当時の官僚制の歴史的な意義を考察しようとしたものである。以下、審査結
果の要旨を、本論文の構成に従って略述する。
序章は、 H本の貴販制研究が、郷盟社会の分析に傾き、費肢が皇帝の宮人として存在する側面を忽せに
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する傾向にあることを批判し、宮人でもある貴族にとっての宮人身分の意味の検討が重要であると主張す
る。また、当時の官僚制の構成原理が内包する位階による秩序と、宮人である貴族の身分との間にあると
推測される密接な関連性の分析に本論文の主要課題を設定するが、このような貴族制研究の蹄ー解と批判に
は首肯できるところが多く、またそれに基づいて設定された官僚制の杭階と官人の身分の分析という課題
の必然性も説得力がある。加えて、従来晋南朝に偏向していた研究状況に対して、北朝との比較対照的分
析を意図していることも、本論文の評価すべき特徴である。
第一章は、富人身分考察の手がかりとして、官職の剥奪である免官を通じて官職が身分といかなる関係
にあるかを論じるが、晋および南朝の奏弾文にある「免所居官』について、史料の詳細な検討の結果、そ
れが実は免官に他ならないことを実証したうえで、なぜ免官が『免所居官』と称されるのかについて、明
時の官僚制において、本来の宮人の身分を規定していた富品の機能が後退し、官人の身分は人事の基準で
あった富資、すなわち各種の官職を経歴することによって得られる盲人資格を基準とするものに転化して
いくとし、官人の身分は従って単に宮人であることで規定されるのではなく、いかなる官にあるかという
点に基づくことになり、その結果、所居官、すなわち用る所の官を免じるという形で、その宵人としての
資格を免じることになるという。宮人の身分をこのように理解することは、官職につくことが特別の身分
を保証するというような安易な通説に修正をせまるものであり、学説上一定の意義を認め得る。
第二章は、前章を承け、北貌に見られる階なるものを分析し、官人身分の実体を追究したものである。
詳細な事例の検討の結果、階と富品が同ーという従来説の誤解を指摘し、ついで北鶏の陪は特定の官織に
就任する際に必要な資格を意味し、そのような階が顕在化するのは特定の昇進経路に基づく年功序列的な
人事運用が背景にあるからであると主張する。この論証は着実、結論は妥当であり、従来等問視されてき
た北競の官僚制の実態の一部を解明したものとして、高く評価できる。また、その階が晋南朝の階とは異
なり、宮人の資格や昇進の基準としてより普遍的な性格をもっていたとする点も、南北朝を比較対照する
本論文の特徴の一端を示しており、注目すべきご主張である。なお、北醜の階にはそれとは別に、一般良民
を包摂するような性絡の階があり、軍功等によって獲得されたことを明らかにしたのも重要な知見である
が、両者の階の関係や、本質・機能上の差異等に関して総合的な分析がなされなかったのは惜しまれる.
第三章は、第一章で言及した資の性格、機能、官品との関係等についてのさらに詳細な考察である。資
は、南朝では宮品を秩序原理とする官僚制の人事運用のなかから生まれ、やがて品の枠組みから独立し宮
人の資格として機能し、梁武惜の改革で班として編成されるが、おおむね生得的な資格を，昔、昧するものと、
個人の経歴によって後天的に取得されるものとがあった。…方の北朝でもこの二様の資は存在するが、そ
のうち後者は官品によって表現されていたというのが結論であるが、これも従来深く認識されたものごと
ではなく、本論文で初めて明僻化された事実である。このような官僚制における南北の差の指摘が学界で
今後注目されるであろうことは疑いがない。
第四章は、宮人身分の表現とされる唐代の散官の成立に関する考察である。散官は異体的職務をもたず、
ある官人がいかなる品階をもつかを示すだけの機能しかないが、その品階を数字で表さず、官名で表示す
るところに特徴がある。従来、この散富の起源は南朝梁陳時代の将軍号であるとする有力な見解があった。
それはこの将軍号が、整然とした等級付けをされており、しかも実際の軍務をもたなかったと見られるか
らである.しかし、本論文は梁陳将軍号を綿密に調査し、この将軍号の等級がそれを与えられた官人の身
分資格を表現するものではないことを実証するとともに、特定の将軍号が特定の身分資格をもつものに偏
向して与えられていることを解明し、それら特定の将軍号が、官人の身分を表現していること、そしてそ
の点にこそ宮人の身分表示を特定の官名によって行う散宮の発想の起源、を見るべきであると主張したが、
これは通説の誤りを正したものであり、同時に唐の官僚制成立に関する重要な知見を提供したものと評価
し得る。
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第五章は、親晋南北朝官僚制の身分的編成の象徴とされる官の清濁を、北貌において検討したものであ
る。官の清濁については、南朝におけるそれには研究があるが、北親については多くない。従来の通説で
は、清濁は官人の出身身分と密接な関係があり、特に士庶という社会内部の身分秩序に不可分に対応する
というのであるが、本論文は、北規の官の清濁は、むしろ「様化」の方向性を強くもっていた孝文帝の志
向により、南朝を模倣して導入されたものと推測し、南朝とは異なり律令に規定されてはいたが、十分に
は機能しなかったものの、-ー方で南胡にはない性格、すなわち皇帝に近い官を清とする現象が見られると
する。このような議論は、これまでやや軽視された感のある北親王朝の官僚制研究の現状に刺激を与える
ものと思われ、注目に値する。
本論文は、全体の構成と各章の連関において緊張性がやや弱く、時に見られる.文章の生硬さ、論旨の不
明瞭さ、用語の定義の説明不足等とあいまって、 Fつの主題のもとに緊密に組卜げられた論文としての完
成度にやや物足りなさが感じられるが、それらは、以上に述べたような、旧来の研究に対する新知見の提
出や通説の修正深化、問題提起の意義深さにおいて、本論文の研究史上の価値を損なうものではないと判
断する。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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